
書式第１２号（法第２８条関係）	 	

	
	

２０１６年度 事業報告書 
	

	 	 ２０１６年１月１ 	 から	 ２０１６年１２月３１ まで	
	
	

	
	 	 	 	

	 特定非営利活動法人こどもたちのこどもたちのこどもたちのために	 	
		

	１	 事業の成果	
	
	 	 2016年度は、 1.地方自治体への提案活動』 2.教育普及活動』 4.次世代型健康管理手法研究』の3つの
事業を通して、未来のこどもたちが豊かに生き抜くことのできる社会システムの再構築に、微力ながら取
り組んで参りました。	

	
1.地方自治体への提案活動』では、長野県泰阜村の首都圏コンシェルジュとして、また山村年交流企画

として、泰阜村訪問のイベント2件（狩猟体験、Sotonomo）を実施しました。Webサイト2件（kemokawa、go
inaka）の運営と合わせて、同村との契約は2016年3月に終了しました。	
	
2.教育普及活動』では、 本経済の競争力を高めていくために、小学生向けの経済教室を開講しまし

た。株式会社シンプレクス・インスティテュートと共にプログラムを開発し、2016年8月にお台場の 本科
学未来館で講座を開講しました。2016年度は、年間1,000人の受講を目指して、プログラムを刷新し、 本
科学未来館およびUBS社の施設にて講義を実施していきます。引き続き講師養成、小学生およびその保護者
のニーズ把握、GoogleAdwards、Facebook広告を通しての効果的な集客手法の確立に努めていきます。	
	
3.農業支援活動』では、事業化に向けた準備中です。	

	
4.次世代型健康管理手法研究』では、東京大学・東京医科歯科大学の研究サポートをしつつ、遺伝子検

査サービス（GreenChord）を稼働し、健康管理手法の開発に取り組み、個別化予防の開発に貢献していま
す。2016年は流通チャネルが拡大し、取り扱い医療機関へのリーチが増え、ようやく解析チップを効率よ
く使えるようになってきました。2016年度はコホート事業をローンチさせ、予防プログラムを充実させ
て、サービスのバージョンアップをしつつ、個別化予防の普及に貢献して参ります。	

	
	その他、法人内インフラ整備・人材育成開発などに取り組んで参りました。サイボウズ社のkintoneを活
用して業務効率の改善を行いました。	

	 	 理事会は毎月開催し、各事業の部会を数多く実施して運営しています。人的リソースの不足をパートナ
ーや外部機関との連携で補い、各事業を進展させて参ります。	

	
	
２	 事業の実施に関する事項	
	
（１）特定非営利活動に係る事業	

事業名	 事業内容	 実施日時	 実施場所	 従事者

の人数	

受益対象者の範囲及び

人数	

支出額

(千円)	

地方自治体へ

の提案活動に

関する事業	

長野県泰阜村への移住・定住

に向けた提案活動、首都圏コ

ンシェルジュ	

1〜3月	 泰阜村役場、

他	

延べ	

約20名	

泰阜村、過疎山村、不

特定多数	

1,183	

教育普及活

動に関する

事業	

「小学生のための経済教室」

プログラム開発、実施	

1〜12月	 株式会社シン

プレクス、他	

延べ	

約30名	

小学生、その父兄、不

特定多数	

557	

	

次世代型健

康管理手法

研究に関す

る事業	

個別化予防についての研究開

発、および医療機関、研究機

関への健康管理手法の提供	

1〜12月	 研究機関、医

療機関、他	

延べ	

約 3 0 0

名	

医療機関、研究機関、

不特定多数	

13,569	

	
（２）その他の事業	
	 本年度は実施していません。	

	























書式第１２号（法第２８条関係）	 	

	
	

２０１７年度 事業報告書 
	

	 	 ２０１７年１月１ 	 から	 ２０１７年１２月３１ まで	
	

	 	 	 	 	 特定非営利活動法人こどもたちのこどもたちのこどもたちのために	
	
	

	１	 事業の成果	
	
	 	2017年度は、 次世代型健康管理手法研究』の事業を通して、未来のこどもたちが豊かに生き抜くことのでき
る社会システムの再構築に、微力ながら取り組んで参りました。	

	
地方自治体への提案活動』および 教育普及活動』は事業構造を見直し、 次世代型健康管理手法研究』の

事業に経営資源を集中させました。研究サポートをしつつ、遺伝子検査サービス（グリーンコード）を継続
し、健康管理手法の開発に取り組み、個別化予防の開発に貢献しています。	
	
グリーンコード事業では、ホームページのリニューアル、検査チップのアップグレード、遺伝子解析のバー
ジョンアップ、リスク削減・フォローアップのためのiPhoneアプリ開発、人間ドック学会出展、リスティン
グ広告（GoogleAdwards）、Facebook広告を通して効果的な集客手法の確立に努めました。	
東京大学・東京医科歯科大学のホールゲノム研究（Stage3）をサポートし、レアバリアントの結果回付方法
についての研究開発を行いました。多くのコラボレーターの協力を得つつ、前向きコホート研究（Stage4）
を開始いたしました。	
	
一方で、2017年は、人間ドック学会出展、DM送付、医療機関へのリーチ・商談数を大幅に増やしたものの、
グリーンコード検査受注の増加には結びつかず、NPO法人設立以来初の赤字転落となりました。	
キャッシュフロー枯渇などの経営危機に陥りました。そのため、インフォバイオとの契約解消によるコスト
ダウンを行い、金融機関からの借り入れを行って当面の資金繰り対応を行いました。	

	
2018年はミニマム経費での運営を継続し以下の対策を施し、事業の抜本改革を行います。	
①	グリーンコード研究会を通しての新規顧客開拓	
②	東京医科歯科大学、順天堂大学等とのミトコンドリア全ゲノム解析研究のサポート（Stage5）	
③	ホールゲノム解析事業の開始	
④	薬剤応答サービスの開発とリリース（グリーンコードにビルトイン）	
⑤	ビデオ制作による販売チャネルの営業支援	
⑥	アプリのバージョンアップによる研究支援とコンテンツの大幅拡充	
⑦	人間ドック学会への連続出展（もしくはポスター発表）	
⑧	遺伝子検査バージョンアップ頻度の向上（3ヶ月に１回）と解析品質管理のプログラムの補強	
⑨	オペレーションの簡素化、大幅なコストダウンと価格改定による普及促進	
	その他、人的リソースの不足をパートナーや外部機関との連携で補い、各事業を進展させて参ります。	

	
２	 事業の実施に関する事項	
	
（１）特定非営利活動に係る事業	

事業名	 事業内容	 実施

日時	

実施場所	 従事者の人数	 受益対象者の範囲

及び人数	

支出額

(千円)	

次世代型健康管

理手法研究に関

する事業	

個別化予防についての研究開

発、および医療機関、研究機関

への健康管理手法の提供	

1〜12

月	

研究機関、

医療機関、

他	

延べ	

約300名	

医療機関、研究機

関、不特定多数	

17,520	

地方自治体への

提案活動に関す

る事業	

長野県泰阜村への移住・定住に

向けた提案活動	

1〜12

月	

泰 阜 村 役

場、他	

延べ	

約2名	

泰阜村、過疎山

村、不特定多数	

0	

教育普及活動に

関する事業	

「小学生のための経済教室」プ

ログラム開発、実施	

1〜12

月	

株式会社シ

ン プ レ ク

ス、他	

延べ	

約1名	

小学生、その父

兄、不特定多数	

26	

	

	
（２）その他の事業	
	 本年度は実施していません。	
	

	























書式第１２号（法第２８条関係）	 	

	
	

２０１８年度 事業報告書 
	

	 	 ２０１８年１月１ 	 から	 ２０１８年１２月３１ まで	
	

	 	 	 	 	 特定非営利活動法人こどもたちのこどもたちのこどもたちのために	
	
	

	１	 事業の成果	
	
当NPO法人では 次世代型健康管理手法研究』のグリーンコード事業を通して、病気に罹患するリスク削減に
取り組んできました。医療機関の役割にリスク削減を加え、健康管理手法の開発に取り組み、個別化予防の
開発を行うことで、将来世代が豊かに生き抜くことのできる社会システム整備を検討してきました。	
	
2018年度は、グリーンコード事業では、経費節減のため外注体制を見直し、オペレーションの簡素化、大幅
なコストダウンと価格改定による普及促進に取り組みました。また、グリーンコード研究会を通しての新規
顧客開拓、検査チップのアップグレード（GSA→ASA）、遺伝子解析のバージョンアップ（v3→v4）、リスク削
減・フォローアップのためのiPhoneアプリ運用、人間ドック学会出展（新潟）に取り組みました。	
	
2019年度は、3月の中小機構での開催を期に小学生のための経済教室を再開します。今後同機構での継続実
施、地方自治体からの開催要望などに応じていく考えで、講師養成の再開も行う考えです。	
グリーンコード事業は、ホールゲノムの解析と医療機関による個別化予防のシステム構築に注力いたしま
す。その実施のため、レアバリアント・サーベイランス研究会の運営、レアディジーズデーへの参加を行
い、希少疾患のリスクマネジメントについての深層理解に努めます。	
また、引き続き以下の案件を運営し、健康管理手法の開発を行っていきます。	
①	グリーンコード研究会の継続（年8回程度）と、医療機関への啓蒙活動	
②	ミトコンドリア全ゲノム解析研究のサポート（継続案件）	
③	薬剤応答サービスの開発とリリース（グリーンコードにビルトイン）	
④	アプリのバージョンアップによる研究支援とコンテンツの充実	
⑤	人間ドック学会への連続出展（岡山）とドクター向け資料の拡充	
⑥	遺伝子検査バージョンアップ頻度の向上（半年に１回）と解析品質管理のプログラムの補強	
⑦	オペレーションの簡素化、さらなるコストダウンと価格改定による普及促進	
⑧	 AdGrantsを活用した効果的な普及方法の確立	
⑨	バーレーン・ゲノム案件の入札検討	
⑩	 NTTドコモとのお薬手帳ゲノム情報搭載開発	

	
その他、人的リソースの不足をパートナーや外部機関との連携、あるいはパートタイム採用で補い、成長加
速に向けた体制を整えて各事業を進展させて参ります。	

	
２	 事業の実施に関する事項	
	
（１）特定非営利活動に係る事業	

事業名	 事業内容	 実施

日時	

実施場所	 従事者の人数	 受益対象者の範囲

及び人数	

支出額

(千円)	

次世代型健康管

理手法研究に関

する事業	

個別化予防についての研究開

発、および医療機関、研究機関

への健康管理手法の提供	

1〜12

月	

研究機関、

医療機関、

他	

延べ	

約300名	

医療機関、研究機

関、不特定多数	

14,517	

地方自治体への

提案活動に関す

る事業	

長野県泰阜村への移住・定住に

向けた提案活動	

1〜12

月	

泰 阜 村 役

場、他	

延べ	

約2名	

泰阜村、過疎山

村、不特定多数	

0	

教育普及活動に

関する事業	

「小学生のための経済教室」プ

ログラム開発、実施	

1〜12

月	

株式会社シ

ン プ レ ク

ス、他	

延べ	

約2名	

小学生、その父

兄、不特定多数	

0	

	

	
（２）その他の事業	
	 本年度は実施していません。	
	

	























非開示理由 
―――――――――――――――― 
■ 給与規定 
■ 個人情報保護基本規程 
■ 実行団体選定規程 
■ 就業規則 
■ 情報公開規定 
■ 理事職務権限規程 

<上記 6 規程について、予測不能な不利益を被ることを回避するため非開示> 
 
■ 勘定科目内訳明細（過去 3 年分） 

<協力機関・協業者に予測不能な不利益が及ぶことを回避するため非開示> 
 




